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不登校当事者の実態とニーズを把握し、官民共創でつくる効果的な施策とは
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長野県の取り組み



n 社会貢献活動

・信州学び円卓会議・座長

・長野県不登校児童生徒等の学びの継続支援に関する懇談会・座長

・信州型フリースクール認証制度検討会議・座長

・長野県教員研修体系作成会議・委員

・長野県公私立高等学校のあり方等懇談会・座長

・長野県働き方改革検討委員会・座長

・長野県夜間中学設置検討会議・座長

・長野県青少年問題協議会・会長

・長野県県立高校「未来の学校」構築事業・アドバイザー

・これからの長野県教育を考える有識者懇談会・委員

・長野市総合計画審議会・委員

・長野市教育振興基本計画・生涯学習推進計画策定委員会・会長

・松本市教育顧問

・松本市教育振興基本計画策定委員会・会長

・松本市教職員研修計画検討会議・座長

・塩尻市子ども・若者応援協議会・会長

・飯田市キャリア教育研究委員会・委員

・須坂市小中学校適正規模等審議会・副座長

・諏訪市教育振興基本計画策定委員会・委員

・朝日村立朝日小学校学校運営協議会・委員

・経済産業省「未来の教室」実証事業・助言者

・長野県公立小中学校事務研究会 全国・関ブロ大会レポート作成委員会・助言者

・評議員（学校法人軽井沢風越学園、長野県松本県ヶ丘高等学校） 2
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○本日の内容○
●はじめに

●長野県の取り組み

①不登校児童の学校以外の「まなびの場」支援事業

②不登校児童生徒の学びの継続支援事業

ー不登校児童生徒の学びのサポートガイド「はばたき」

ー子ども・保護者・学校・市町村を結ぶ対話ツール「コミュニ
ケーションシート」

③信州型フリースクール認証制度

●おわりに
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●長野県の取り組み
n 長野県教育委員会

・平成30年3月：「不登校未然防止および不登校児童生徒への支
援のための行動指針～児童生徒が自らの進路を主体的にとらえ
社会的に自立するための支援を目指して～」の策定

・子どもたちの社会的な自立を支援するための「不登校への対応
の手引き」（令和3年改訂版）の発出（→令和4年改訂版）
・令和4年3月：「はばたき～不登校児童生徒の学びのサポートガ
イド～」（vol.1）の作成→仕組みづくり、出席扱い
・令和5年3月：「はばたき～不登校児童生徒の学びのサポートガ
イド～」（vol.2）の作成→仕組みづくり、学習評価

n 長野県県民文化部

・令和3年度：不登校児童の学校以外の「まなびの場」支援事業
・令和6年度：信州型フリースクール認証制度
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①不登校児童の学校以外の「まなびの場」支援事業
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②不登校児童生徒の学びの継続支援事業
[目的] 不登校児童生徒の学びを継続できるようにするため、多様な学びの場を提供し、
その学びや活動を評価する仕組みづくりを行うこと



②不登校児童生徒の学びの継続支援事業
ー不登校児童生徒の学びのサポートガイド「はばたき」

n 「はばたき」（vol.1）の作成

●多様な学びの機会を保障する仕組みの事例

[事例１] 不登校支援コーディネーターとスクールソーシャルワー
カー（SSW）との連携
[事例２] フリースクール等民間施設と連携した支援体制の構築
[事例３] 地域資源を活用した多様な学びの仕組みづくり
[事例４] 不登校の子どもの状況やニーズに応じた学びの環境
づくり

●不登校児童生徒の多様な学びに対する学校の支援

（１）出席扱いの判断及び評価について

（２）出席扱いの判断及び評価をする際の基本的な考え方 7



②不登校児童生徒の学びの継続支援事業
ー不登校児童生徒の学びのサポートガイド「はばたき」

n 「はばたき」（vol.2）の作成

●市町村における多様な学びの仕組みづくり

[取組1]教育支援センターを中核にしたコーディネート機能の充
実

[取組2]教育支援センターから自宅へのアウトリーチ支援の拡充
[取組3]教育委員会・学校と民間施設等による情報交換会の開
催

●不登校児童生徒の学びに対する支援と評価

[事例1]「校内サポートルーム」における学びに対する支援と評価
[事例2]自宅におけるオンライン学習に対する支援と評価
[事例3] フリースクールにおける学びに対する支援と評価 8



②不登校児童生徒の学びの継続支援事業
ー子ども・保護者・学校・市町村を結ぶ対話ツール
「コミュニケーションシート」

9
※特定非営利法人多様な学びプロジェクト作成の「学校への依頼文」フォーマット参照
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③信州型フリースクール認証制度

目的：不登校児童生徒等の「学習権」を保障していくために、

[フリースクール等の民間施設]
①社会的自立を支援していく観点から、子どもたちや保護者の「思
い」に寄り添い、

②信州の「豊かな学習環境」を活かしながら、

③「自由で多様性に富んだ学び」の機会を保障していく。

[行政]
④「認証」（「居場所支援型」、「学び支援型」）という形を通じてフリ
ースクール等に対する運営経費や運営体制への支援を行うとと
もに、

⑤子ども・若者・支援者等の当事者の意見を聴きながら、制度の
改善に取り組んでいく。

→ 共に育てていく制度
https://www.pref.nagano.lg.jp/jisedai/freeschool/2023kaigi.html
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③信州型フリースクール認証制度

①子どもや保護者が持つ様々な学びの希望・保護者の思いにより添
うために、出席扱いとなる利用児童生徒がいることは問わない。

②信州の豊かな環境・地域に根差した学びを実践するために、地域
・社会資源（自然・歴史・文化・人材）の活用を推奨する。

③多様な学びや活動を後押しするために、それぞれの役割に応じて
、認証を類型化する（「居場所支援型」、「学び支援型」）。

④認証フリースクールの学びの充実を促すために、研修・情報発信・
連携促進等、運営をトータル支援していく。

⑤こども・若者等の意見を聴きながら、改善に取り組み、こども・若者
と「共に育てる制度」を目指す。


